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を示し､さらに､カルニチンパルマ トイル トランスフェラーゼ Ⅰ阻害剤や電子伝達
系複合体 Ⅰ阻害剤によるミトコンドリア呼吸停止条件下でもミトコンドリア膨潤は
L･カルニチン存在下で抑制され､ミトコンドリア膜安定化作用を明らかにした｡そ
して､L･カルニチンがミトコンドリアからのシトクロム c放出を抑制し､アポ トー
シスから保護する可能性を示したoこれらはレカルニチンの心筋ミトコンドリア保
護作用について重要な知見を得たものとして価値ある業績と認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
